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社団法人　日本アマチュア無線連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　 長 　　　原　　　昌　　三

　　　　　アマチュア無線の中継用無線局設置のお願いについて

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

常日頃は、アマチュア無線の発展・育成につきまして格別のご指導、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

貴校におかれましては、当連盟が免許人となって開設しているアナログ通信方式のレピータ局（識別信号　JR2WT）を設置させていただいており、アマチュア無線を通じ広く地域の皆様に貢献されておりますこと、誠に有り難く重ねて御礼申し上げます。

　さて、連盟では、平成10年度から平成13年度の3ヶ年において、総務省からアマチュア無線へのデジタル技術の導入について、試験事務の委託を受け調査検討を行ってまいりました。

　平成１４年度から連盟では、この検討結果に基づきデジタル技術の実用化に向け取り組んでまいりました。

このような状況の中で、連盟で推進しておりますアマチュア無線のデジタル技術は、基本的には1200MHz帯の周波数を使用するデジタルによる音声とデータ用の中継局（レピータ局）及びこの中継局を使用する端末局（トランシーバ）で構成しているものです。

さらにこれらのレピータ局の信号をある一定距離（10km～20km程度）離れた別のレピータ局まで伝送する中継局（アシスト局）の設置も可能となります。

このアシスト局は、10GHz帯の周波数を使用するもので、アシスト局同士による中継回線を構成する機能がありますので、マイクロ波による中継回線を構築することができます。

そのほかの大きな特徴として、デジタル技術を導入したレピータ局及びアシスト局は、インターネットとの接続が可能となりますので、インターネットを介してレピータ局又はアシスト局同士を結ぶことが可能となり、アマチュア無線におけるネットワーク網が自由に構築できることになります。

連盟では、このようなデジタル技術を取り入れたシステムを「D-STAR」と呼称しておりますが、詳細につきましては添付致しました資料をご覧頂ければ幸いです。

このように、「D-STAR」は、音声、データはもとより画像通信も含めたアマチュア無線におけるマルチメディア通信が可能となるシステムです。

連盟では、現在、連盟予算により名古屋及びその周辺に数カ所レピータ局及びアシスト局の開設を計画しているところでございます。

つきましては、貴名古屋工学院に「D-STAR」システムのレピータ局及びアシスト局を追加設置させて頂き、無線とインターネットを使用したデジタル通信について、貴校の学生を含めたアマチュア無線家の皆様の利用に供することにより、実際のデジタル通信について学ぶこともでき、広く地域社会に貢献できるものと存じますので格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

末筆ではございますが、貴校の益々のご発展を祈念致しますとともに今後とも一層のご指導とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具　
